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主要諸元（KWF-XN タイプ）

　備考　　1)　区分　XN5　…50Hz 仕様、　XN6　…60Hz 仕様となります。
　　　　　2)　毎時乾減率欄に記載されている値は、最大張込時のものです。
　　　　　　　但し、穀物の投入量によって毎時乾減率が変動します。（穀物量変動乾減率）

型 式 名 KWF700 KWF800 KWF1000
区 分 XN5 ・ XN6	

穀 物 の 種
類 と 処 理 量

		籾			：容積重560kg/ ㎥ kg 1,500〜 7,000 1,500〜 8,000 1,500〜 10,000

小麦	：容積重680kg/ ㎥ kg 1,800〜 8,400 1,800〜 9,600 1,800〜 9,600

機
体
寸
法

全 長 mm 4,253

全 幅 mm 1,985

全 高 mm 6,364 6,864 7,864

機 体 質 量 （ 重 量 ） kg 1,870 1,940 2,080
送

風

機

型 式 名 KWF-FP50

種 類 遠心式

吐 出 口 径 mm φ 600

常 用 回 転 数 rpm 1,425
遠
赤
外
線

放

射

体

型 式 名 RE-38SP

放 射 材 高効率放射塗料

設 置 位 置 集穀室内

火

炉

型 式 名 TC-40AD

種 類 ガンタイプ

点 火 方 式 自動点火（イグニッション）

燃 焼 量 L/時 0〜 11.0

使 用 燃 料 JIS	1 号灯油

燃 料 タ ン ク 容 量 L -

所

要

動

力

定 格 電 圧 V 三相200V

定
格
出
力

搬 送 系 モ ー タ kW 1.0

下 部 コ ン ベ ア モ ー タ kW 0.65

送 風 機 モ ー タ kW 3.7

繰 出 し モ ー タ kW 0.02

排 塵 機 モ ー タ kW 0.15

バ ー ナ フ ァ ン モ ー タ kW 0.1

水 分 計 モ ー タ kW 0.008

滞 留 検 出 モ ー タ kW 0.015

排 出 シ ャ ッ タ モ ー タ kW 0.004

コ ン ト ロ ー ラ kW 0.026	

最 大 同 時 使 用 電 力 kW 5.669（乾燥）	

性

能

張 込 時 間
籾 分 28〜31 32〜 35 40〜 43
小麦 分 34〜 37 39〜 42

排 出 時 間
籾 分 32〜37 36〜 41 44〜 50
小麦 分 29〜 34 33〜 38

毎時乾減率
籾 %/時 0.8 〜 1.1 0.7 〜 1.0 0.6 〜 0.8
小麦 %/時 0.8 〜 1.0 0.7 〜 0.9

諸

装

置

安 全 装 置
満量センサ　風圧センサ　外気温センサ　熱風温センサ　穀物温センサ　感震センサ　過電流検出装置
異常高温検出　集穀室内温度センサ　滞留検出センサ　循環確認センサ　チェーン確認センサ　
フレームアイ　エアーフローセンサ　ヒューズ

運 転 制 御 方 式 乾燥速度リミット制御　穀温制御　燃焼量自動制御　外気温による補正制御　水分自動検出停止制御
そ
の
他	

標 準 装 備 品 中央張込ホッパ　水分センサ　自動排出シャッタ　排塵機　梯子　排風エルボ
別 売 部 品 排出用スロワ　側面張込ホッパー

安 全 鑑 定 適 合 番 号 申請予定

（三相200V）

（三相200V）

（三相200V）

（三相200V）

（単相200V）

（単相200V）

（単相200V）

（単相200V）

（単相200V）

（単相200V）
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外観寸法図（KWF-XN タイプ）

（単位：mm）
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主要諸元（KWF-M タイプ）

　備考　　1)　区分　M5　…50Hz 仕様、　M6　…60Hz 仕様となります。
　　　　　2)　毎時乾減率欄に記載されている値は、最大張込時のものです。
　　　　　　　但し、穀物の投入量によって毎時乾減率が変動します。（穀物量変動乾減率）

型 式 名 KWF700 KWF800
区 分 M5 ・ M6	

穀 物 の 種
類 と 処 理 量

		籾			：容積重560kg/ ㎥ kg 1,500〜 7,000 1,500〜 8,000
小麦	：容積重680kg/ ㎥ kg 1,800〜 8,400 1,800〜 9,600
大豆	：容積重720kg/ ㎥ kg 2,200〜 8,160 2,200〜 9,460
そば	：容積重620kg/ ㎥ kg 1,680〜 7,800 1,680〜 8,900

機
体
寸
法

全 長 mm 4,084（3,463）
全 幅 mm 1,985
全 高 mm 6,484 6,984

機 体 質 量 （ 重 量 ） kg 1,890 1,960
送

風

機

型 式 名 KWF-FP50
種 類 遠心式
吐 出 口 径 mm φ 600
常 用 回 転 数 rpm 1,425

遠
赤
外
線

放
射
体

型 式 名 RE-38SP
放 射 材 高効率放射塗料
設 置 位 置 集穀室内

火

炉

型 式 名 TC-40AD
種 類 ガンタイプ
点 火 方 式 自動点火（イグニッション）
燃 焼 量 L/時 0〜 11.0

使 用 燃 料 JIS	1 号灯油
燃 料 タ ン ク 容 量 L -

所

要

動

力

定 格 電 圧 V 三相200V

定
格
出
力

搬 送 系 モ ー タ kW 1
下 部 コ ン ベ ア モ ー タ kW 0.65
送 風 機 モ ー タ kW 3.7
繰 出 し モ ー タ kW 0.04
排 塵 機 モ ー タ kW 0.15
バ ー ナ フ ァ ン モ ー タ kW 0.1
水 分 計 モ ー タ kW 0.008
滞 留 検 出 モ ー タ kW 0.015
排 出 シ ャ ッ タ モ ー タ kW 0.004
コ ン ト ロ ー ラ kW 0.026	

最 大 同 時 使 用 電 力 kW 5.689

性

能

張 込 時 間

籾 分 28〜31 32〜 35
小麦 分 34〜 37 39〜 42
大豆 分 50〜 55 57〜 62
そば 分 28〜 31 32〜 35

排 出 時 間

籾 分 32〜37 36〜 41
小麦 分 29〜 34 33〜 38
大豆 分 38〜 43 43〜 48
そば 分 32〜 37 37〜 42

毎時乾減率

籾 %/時 1.0 〜 1.2 0.9 〜 1.1
小麦 %/時 0.8 〜 1.0 0.7 〜 0.9
大豆 %/時 0.3 〜 0.5
そば %/時 0.8 〜 1.0

諸

装

置

安 全 装 置
満量センサ　風圧センサ　外気温センサ　熱風温センサ　穀物温センサ　感震センサ　過電流検出装置
集穀室内温度センサ　異常高温検出　循環確認センサ　滞留検出センサ　フレームアイ　
エアーフローセンサ　ヒューズ

運 転 制 御 方 式 乾燥速度リミット制御　穀温制御　燃焼量自動制御　外気温による補正制御　水分自動検出停止制御
そ
の
他	

標 準 装 備 品 側面張込ホッパ（網付き）　架台脚　水分センサ　自動排出シャッタ　排塵機　泥受箱　梯子

別 売 部 品 排出用エルボ　マルチ排風チャンバー　中央張込ホッパー
安 全 鑑 定 適 合 番 号 申請予定
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外観寸法図（KWF-M タイプ）
（単位：mm）昇降機を前面に取り付けた場合

昇降機を後面に取り付けた場合
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※イラストはKWF700型です。

各部の名称（KWF-XN・M 型）
昇降

機後面組付時

排塵機

排出樋

昇降機

制御盤

張込ホッパー

排塵ダクト

ハシゴ掛け金具

ハシゴ

上部コンベア

山形部

乾燥部

下部本体

排風エルボ

送風機

排塵機

上部コンベア

排出樋

昇降機

制御盤

張込ホッパ

排塵ダクト

ハシゴ掛け金具

ハシゴ

山形部

乾燥部

下部本体

送風機

排風エルボ

昇降機前面組付時

昇降機後面組付時
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各部の名称（KWF 型）

空気調節ダンパー

バーナファンモータ

エアフローセンサ

点火トランス

電磁ポンプ

オイルストレーナ

地区では開度が違います
注意：50Hz地区と60Hz

●バーナ部の名称

●バーナ燃焼の仕組

電磁ポンプ

ノズル（A）

ノズル（B）

点火時及び燃焼時……常時噴霧
（低燃焼時はAノズルのみ噴霧）

点火時及び高温燃焼時……常時噴霧
（高燃焼時は2ノズル（A＋B）噴霧）

（バーナ出力50%以上時）…電磁弁のON、OFFにより、乾燥速度リミット制御を行う

オイル
ストレーナ

電
磁
弁
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60Hz

50Hz
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35
34

27 31

32

33 39

17

28

46
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8
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15
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1
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16

19
252619

30
29

18

43 45

20 21

22

22
2324

44 47

48

42
41

40
38

2・3

49

ガンタイプバーナ（TC-40AD）分解図
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各部の名称（補足）

見出
番号 部品番号 部品名

一台個数
備考KWF

700 800 1000
1〜 49 ガンタイプバーナ 1 1 1 TC-40AD
1 ターボファン 1 1 1 STW-180SM
2 十字穴付ナベ小ネジ 3 3 3 M5×12
3 六角ボルト 1 1 1 M5×12
4 点火棒 2 2 2 φ10×Ｌ110
5 点火棒押え板 1 1 1
6 点火棒支工板 1 1 1
7 十字穴付ナベ小ネジ　Ｗセムス 1 1 1 M5×20
8 ノズル（低燃焼用） 1 1 1 1.75G

ノズル（高燃焼用） 1 1 1 1.25G
9 ノズルアダプター 1 1 1 ニ連用
10 Ｌ型フレアージョイント 1 1 1 1/8
11 十字穴付ナベ小ネジ　Ｗセムス 2 2 2 M4×8
12 ディフュザ 1 1 1 φ81×8枚マユ穴
13 ドラフトチューブ 1 1 1
14 十字穴付タッピン小ネジ 3 3 3 M4×10(3種)
15 3本足 1 1 1 φ88用
16 六角穴付止めネジ 1 1 1 M6×10(ギザ付)
17 ウインドボックス 1 1 1
18 フィードパイプ 1 1 1 180×80×40
19 ロックナット 2 2 2 1/8（対辺17）
20 バックプレート 1 1 1
21 十字穴付ナベ小ネジ　Ｗセムス 4 4 4 M4×8
22 ゴムブッシュ 2 2 2 φ14×NGC
23 除き窓 1 1 1 透明ポリカード
24 十字穴付ナベ小ネジ 2 2 2 M3×6
25 フィードパイプ押え板 1 1 1
26 丸ワッシャ 1 1 1 29×φ10
27 銅配管（低側） 1 1 1 低側	4.76×ｔ0.8
28 銅配管（高側） 1 1 1 高側	4.76×ｔ0.8
29 フレームアイ 1 1 1 OFF-130
30 十字穴付ナベ小ネジ 2 2 2 M4×8
31 ハーフユニオン 1 1 1 1/8
32 クロス 1 1 1 1/8
33 四角頭テーパプラグ 1 1 1 1/8
34 電磁ポンプ 1 1 1 VSK×125A
35 エア抜きホース 1 1 1
36 六角ニップル 1 1 1 1/8
37 オイルストレーナ#200 1 1 1 OSS-21IAM
38 ホースニップル 1 1 1 1/4
39 電磁弁 1 1 1 MV-201
40 部品取付板 1 1 1
41 S付十字穴付ナベ小ネジ 2 2 2 M6×12
42 十字穴付ナベ小ネジ　Wセムス 3 3 3 M4×8
43 端子台 1 1 1 8P	カバー付
44 十字穴付ナベ小ネジ 2 2 2 M4×10
45 連絡配線 1 1 1
46 点火トランス 1 1 1 S720A200-0HL50
47 十字穴付ナベ小ネジ 1 1 1 M4×10
48 十字穴付ナベ小ネジ　Wセムス 1 1 1 M4×10
49 エアスイッチ 1 1 1
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各部の名称（KWF-XN・M 型）

操作パネル

電源スイッチ

スロワコネクタ

正面カバー

電源入力コネクタ

●制御盤の名称

KW-XN

① ⑫

⑩
⑬

⑯
⑱

⑲

⑰
⑮
⑭

⑪

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑨

●操作パネルの名称と働き
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各部の名称（操作パネル）

No. 名称 働き

① 液晶表示画面 乾燥条件・運転状態および異常状態をメッセージで表示します。

② 	張込ボタン 穀物を張り込むことができます。

③ 	循環ボタン 穀物に風を送りながら循環させることができます。

④ 	乾燥ボタン バーナが着火し、穀物に遠赤外線が照射されます。

⑤ 	排出ボタン 穀物を排出することができます。

⑥ 	停止ボタン 本機の停止およびバーナを消火することができます。

⑦ 穀物量ダイヤル 穀物量の設定に使用します。

⑧ 停止水分ダイヤル 停止水分の設定に使用します。

⑨ 水分値補正ダイヤル 水分値補正の設定に使用します。

⑩ 	ボタン メニュー設定画面に入ることができます。

⑪ 	ボタン 設定項目の選択及び設定数値の変更（小さく）ができます。

⑫ 	ボタン 選択した項目及び変更した値を設定することができます。

⑬ 	ボタン 設定項目の選択及び設定数値の変更（大きく）ができます。

⑭ 	ボタン 乾燥する穀物種類を選択することができます。

⑮ 	ボタン マイルド乾燥の設定ができます。
マイルド乾燥についてはP12を参照してください。

⑯ 	ボタン 運転中に現在の水分値を確認することができます。

⑰ 	ボタン タイマー運転の設定ができます。

⑱ 	ボタン 休止乾燥の設定ができます。
休止乾燥についてはP13を参照してください。

⑲ 	ボタン

押すと、ブザー音を止めることができます。
再度、押すと異常メッセージを消すことができます。

異常メッセージの内容によっては、ブザー音が消えても異常
メッセージが残ることがあります。補足



−11−

操作説明
●乾燥条件について

入力されている値を変更した場合には、必ず  ボタンを押してください。

 ボタンを押し忘れると変更前の値で乾燥することになりますので穀物の品質を損なうおそれがあ
ります。

乾燥条件 入力されている値 設定可能範囲

KWF700 …10石～ 70石
KWF800 …10石～ 80石
KWF1000 …10石～100石

出荷時に時刻をあわせていますが、
本機の始動前に確認してください。

籾…………15.0 %
小麦………12.5 %
ビール麦…13.0 %
そば………15.0 %
飼料米……15.0 %

籾…………1.0 %/h
小麦………1.2 %/h
ビール麦…1.0 %/h
そば………1.0 %/h
飼料米……1.0 %/h

籾…………0.5～1.2 %/h
小麦………0.8～1.5 %/h
ビール麦…0.5～1.2 %/h
そば………0.5～1.2 %/h
飼料米……0.5～1.2 %/h

張　込　時

循　環　時

乾　燥　時

排　出　時

休止時刻

起動時刻

乾燥速度
リミット

時　　刻

穀　物　量

0時間01分 48時間00分

48時間00分

48時間00分

48時間00分

0時00分～23時59分

0時00分～23時59分

0時間01分

0時間06分

0時間01分

2007年～

1月～12月

1日～31日

0時～23時

00分～59分

22時00分

年

月

日

時

分

6時00分

休
止
乾
燥

タイマー

停止水分 11.0 %～23.0 %

700型
800型

1000型
10石
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操作説明

乾燥機能には“マイルド乾燥”と“休止乾燥”と“調質乾燥”の3つがあります。
また、付属機能として“時刻の設定”および“乾燥速度リミットの設定”機能の2つがあります。

乾燥機能
1. マイルド乾燥
もち米や胴割れしやすい品種および水分ムラの多い籾を乾燥する場合に有効となります。
また、早刈り麦を乾燥するあるいは発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる上で有効となります。

①マイルド乾燥の制御
設定してある乾燥速度リミットの約30〜50％減の乾燥速度で穀物が乾燥されます。

②マイルド乾燥の設定のしかた

●	 （マイルド乾燥）ボタンを押す。
●	液晶画面右下へ ' マイルド ' ランプが点灯すると、マイルド乾燥が設定されます。

一度、マイルド乾燥を設定すると、制御盤の電源を切っても解除されません。
もう一度マイルド乾燥のボタンを押すことにより解除されます。

●乾燥機能と付属機能

補 足

③マイルド乾燥の解除のしかた

● 	（マイルド乾燥）ボタンを押す。
●	液晶画面右下から ' マイルド ' ランプが消えるとマイルド乾燥が解除されます。

KW-XN

水分値 乾燥速度

20.0％以上 乾燥速度リミット×0.5

19.9％以下 乾燥速度リミット×0.7

［例］設定乾燥速度リミット	 1.0%/ 時

↓マイルド乾燥セット時

●	水分値20.0％以上	 0.5％ / 時

●	水分値19.9％以下	 0.7％ / 時
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操作説明
2. 休止乾燥
夜間の騒音防止等に乾燥を一時停止したり、水分ムラの大きな籾・麦を乾燥しなければならない場合に有効
となります。

一度、休止乾燥を設定すると、制御盤の電源を切っても解除されません。また、制御盤に表示さ
れる時刻が現時刻にあっていない場合には休止時刻・起動時刻にズレが生じます。

①休止乾燥の制御
（1）循環時

設定した休止時刻になると、本機が自動停止、休止状態となります。その後、設定した起動時刻に
なると自動的に本機が起動し、循環状態となります。

（2）乾燥時
●	籾・そばの場合
設定した休止時刻の30分前にバーナが自動消火し、休止時刻になると本機が停止して休止状態と
なります。その後、設定した起動時刻になると自動的に本機が起動、点火動作に入り再び乾燥状態
となります。

●	小麦・ビール麦の場合
設定した休止時刻の1時間前にバーナが自動消火し、休止時刻になると本機が停止して休止状態と
なります。その後、設定した起動時刻になると自動的に本機が起動、点火動作に入り、再び乾燥状
態となります。

休止状態になるまでの時間は、設定してあるバーナ冷却時間によって異なります。

補 足

補 足

休止乾燥中は、本機が停止状態でも運転中ですので、本機内に入ったり、点検・調整・整備を行
うことは絶対にしないでください。
本体が突然稼働し、重大な人身事故を起こす恐れがあります。

危険
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操作説明
②休止乾燥の設定のしかた

●	例えば、休止時刻を20時15分、起動時刻を5時30分にあわせるには次の通りです。

①	 （休止乾燥）ボタンを押してください。

●	ランプが点滅します。

②		 ・ 	ボタンを押して、休止時刻の時間（20時）をあわ

せてください。あわせてから	 	ボタンを押してください。

③		 ・ 	ボタンを押して、休止時刻の分（15分）をあわせ

てください。あわせてから	 	ボタンを押してください。
▼ 確認

休止時刻　　22時00分
起動時刻　　  6時00分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 15:00

休止時刻　　20時15分
起動時刻　　  6時00分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 15:00

KW-XN

1

2 ～ 5

▼
 

▼
 確認休止時刻　　20時15分

起動時刻　　  5時30分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 00:00

休止時刻　 20時15分
起動時刻　   5時30分

に設定しました

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 00:00

調質

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  45石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中待機中待機中 穀種:もみ 00:00

休止

調質

④		 ・ 	ボタンを押して、起動時刻の時間（5時）をあわせてください。

　	あわせてから	 	ボタンを押してください。

⑤		 ・ 	ボタンを押して、起動時刻の分（30分）をあわせてください。

　	あわせてから	 	ボタンを押してください。



−15−

操作説明
③休止乾燥の解除のしかた

●	 ボタンを押してください。
液晶画面右“休止”の文字が消えると休止乾燥が解除されます。

休止乾燥を時刻ではなく、水分値で設定することもできます。最寄りの弊営業所までお問い合わ
せください。補 足

3. 調質乾燥
穀物の水分値が設定した停止水分値に近づくと、調質乾燥制御をおこ
ない、仕上がりの水分値まではゆっくりと乾燥します。これにより水
分値のバラつきを緩和することができます。
画面右下に“調質”の表示があると調質乾燥制御が有効となっています。

設定停止水分	+15%以下	→	バーナ出力	70%

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  25石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 00:00

調質



−16−

操作説明
付属機能

1. 時刻
年、月、日および現在の時刻をあわせることができます。

時刻のあわせかた

●	例えば、2022年 5月9日午前15時 30分にあわせるには

①	 ボタンを押す。

②	 ・ 	ボタンを押し、「日付・時刻」を選択し、

	 	ボタンを押してください。

③	 ・ 	ボタンを押し、年（22年）をあわせてください。

あわせたら	 	ボタンを押してください。

④	 ・ 	ボタンを押し、月（5月）をあわせてください。

あわせたら	 	ボタンを押してください。

⑤	 ・ 	ボタンを押し、日（9日）をあわせてください。

あわせたら	 	ボタンを押してください。

⑥	 	・ 	ボタンを押し、時（15時）をあわせてください。

あわせたら	 	ボタンを押してください。

24 時間表示です。

⑦	 ・ 	ボタンを押し、分（30分）をあわせてください。

あわせたら	 	ボタンを押してください。

KW-XN

2 ～ 7

1

2022年 5月9日 15時00分

←→で選択、確認で設定

『日付・時刻』設定

日付・時刻
を設定してください

待機中 穀種:もみ 15:00

2022年 5月9日 15時30分

『日付・時刻』設定を

に修正しました

待機中 穀種:もみ 15:30

▼ 確認

▼ 確認

▼ 確認

型式名
水分値補正

日付・時刻
乾燥速度リミット

←→で選択、確認で設定

　項目
設定モード

KWF800
±0.0％

2020年12月2日
1.0%/h

15時00分

設定状態
（1/3）

待機中 穀種:もみ 15:00

2022年12月 2日15時00分

←→で選択、確認で設定

『日付・時刻』設定

日付・時刻
を設定してください

待機中 穀種:もみ 15:00

補 足
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操作説明

胴割れしやすい品種および水分ムラの多い籾を乾燥する場合または、早刈り麦を乾燥するあるいは、発
芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる場合には、乾燥速度リミットを低く設定してから乾燥をおこ
なってください。

最大張込時の乾燥能力と最低張込時の乾燥能力は違います。
張込量が少ないほど乾燥能力が向上します。従って乾燥速度リミットが仮に 1.2％／時に設定されてい
ても張込量が増えれば乾減率が低下し、1.2％／時にはならないということになります。

〔例〕KWF1000 型 張込量　100 石の場合 …0.6 ～ 0.8％／時
（籾乾燥時） 張込量　 25 石の場合 …1.0 ～ 1.2％／時

もち米、酒米は胴割れしやすい品種なので乾減率リミットを 0.8% 以下に設定しマイルド乾燥をご使用
ください。
そばの熱風乾燥は石数を合わせマイルド乾燥を使用し乾減率リミットを 0.8% 以下に設定し使用してく
ださい。

種子籾・麦を乾燥する場合は、初期水分 25％以下で、乾減率リミットを 0.8% 以下に設定しマイルド
乾燥をご使用ください。
※種子用乾燥機と同様の温度制御にはならないため、発芽率や発芽勢に影響があります。
　種子用乾燥機については、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。

2. 乾燥速度リミット
設定した乾燥速度を超えないようにバーナの燃焼制御をおこないます。
乾燥速度リミットは、穀物の性状にあわせて選択することができます。

型式名
	 穀物種類乾燥速度	
リミット

KWF

籾 小麦 ビール麦 そば 飼料米

乾燥速度リミット
（％ /時）

1.2 1.5 1.2 1.2 1.2
1.1 1.4 1.1 1.1 1.1
1.0 1.3 1.0 1.0 1.0
0.9 1.2 0.9 0.9 0.9
0.8 1.1 0.8 0.8 0.8
0.7 1.0 0.7 0.7 0.7
0.6 0.9 0.6 0.6 0.6
0.5 0.8 0.5 0.5 0.5

※出荷時は、 	中の値にセットしてあります。
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回路図
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配線関係（KWF-XN・M 型）

1
5

2

7

9

上部流し板

18

10

12

15
18

11-2

11-4
11-3

11-5
11-1

18 14 11

13

18

18

17

2

3

6

4

8

18

17

16

14-4

14-2

14-5

14-1

14-3

13-1

13-2

13-4
13-3

13-5
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CN-13
CN-11

満量 
シャッター 

送風 

送風 

搬送 

搬送 

排塵機 

繰出し 

CN-14

CN-12

風圧スイッチ 

外気温センサー 

滞留センサー 
バーナ 

インバータ 

フレームアイ 

配線関係（CN11・CN13・CN12・CN14 コード組立）
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配線関係（KWF-XN・M 型）

見出
番号 部品番号 部品名

一台個数
備考KWF

600 700 800 900 1000
1 集穀室内温度センサー 1 1 1 1 1
2 コード塞ぎ板 2 2 2 2 2
3 防水シートA 1 1 1 1 1
4 防水シートB 1 1 1 1 1
5 温度センサー取付板 1 1 1 1 1
6 CN11・CN13	コード組立 1 1 1 1 1
7 CN12・CN14	コード組立 1 1 1 1 1
8 搬送中継コード 1 1 1 1 1
9 送風中継コード 1 1 1 1 1
10 繰出し中継コード 1 1 1 1 1
11 繰出し回転センサ組立 1 1 1 1 1
11-1 回転センサ取付台 1 1 1 1 1
11-2 マイクロスイッチ組立 1 1 1 1 1
11-3 ナベ小ネジ 2 2 2 2 2 M3×16
11-4 平座金 2 2 2 2 2 M3
11-5 タイトスナット 2 2 2 2 2 M3
12 チェーン外れ検知中継コード 1 1 1 1 1
13 チェーン外れ検知センサー組立 1 1 1 1 1
13-1 センサー取付台 1 1 1 1 1
13-2 マイクロスイッチ組立 1 2 2 2 2
13-3 ナベ小ネジ 2 2 2 2 2 M3×6
13-4 平座金 2 2 2 2 2 M3
13-5 タイトスナット 2 2 2 2 2 M3
14 感震スイッチ組立 1 1 1 1 1
14-1 取付け材 1 1 1 1 1
14-2 感震スイッチ 1 1 1 1 1
14-3 コード 1 1 1 1 1
14-4 S付きナベ小ネジ 2 2 2 2 2 M3×12
14-5 タイトスナット 2 1 1 1 1 M3
15 籾詰りセンサー 1 1 1 1 1
16 タイラップ 3 3 3 3 3 TY-24M
17 バインド小ネジ 4 4 4 4 4 M4×10
18 タイトスナット 14 14 14 14 14 M6
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2
4

6
5
1

3

2
1

オスピン

オスピン バーナモータ

バーナ部端子台

黒

白

赤

緑

黄

白

黒

イグニッション

コモン1

コモン2

電磁弁

ポンプ

フレームアイ

バ
ー
ナ
へ

赤
白
黒

◯

黄
緑

黒
白

空気調節ダンパー

バーナファンモータ

エアフローセンサ

点火トランス

電磁ポンプ

オイルストレーナ

地区では開度が違います
注意：50Hz地区と60Hz

バーナ部配線
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スタート

運転可能電源トランスショート
（交換）

電源トランス不良
（交換）

電源リレー基板不良
（交換）

制御盤への入力電圧を
測定する 

電源ヒューズの導通
チェックをおこなう 

元電源・電源コードの
欠相・断線チェック 

電源ヒューズ交換

電源リレー基板上の
CN303①-③-⑤番間の
電圧を測定する

電源リレー基板上の
CN304①ー②番間の
電圧を測定する

電源リレー基板上の
CN304　ー　番間の
電圧を測定する

電源スイッチを
ON状態にする

AC200V出力
されているか 

AC200V出力
されているか 

AC7V出力
されているか 

AC12V出力
されているか 

電源ヒューズ
（2A）の導通は

あるか 

電源を再投入後、
再び切れて
しまうか

A

B

C

D

E

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

電源リレー基板不良
（交換）

87

1 制御盤に電源が入らない

ヒューズ交換のしかた
①制御盤を開けてください。
②ヒューズホルダを反時計回りに回してください。
③ヒューズホルダ（３ヶ）から不良品を引き出し、
　新品と交換してください。
④ヒューズを交換後、蓋は元に戻してください。



−24−

交換後、元に戻してください。

ヒューズ

ヒューズホルダ

排塵機（2A）
リレー基板（3A）
ヒューズ

電源
（2A）

ヒューズホルダ

BA

C D E

測定値：	S-T	 200V
S-R	 200V
T-R	 200V

CN303

CN312

CN304CN305CN311CN306

CN303

C 測定ピン
No：①-③-⑤番間

D 測定ピン
No：①～②番間E 測定ピン

No：⑦～⑧番間

CN3048

8

1

1

1
5

1
5
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コントラスト調整
液晶表示画面は、外気温度によって鮮明度が変化しますので、液晶表示画面が見づらいときは、
コントラストを調整してください。

スタート

液晶表示モジュール不良
（交換）

メニューから液晶
調整で調整する

基盤上各コネクターの
接続状態確認電源を再
投入して調整してくだ
さい

CPU基板を交換しても
同様か

調整しても同様か 

YES

YES

YES

NO

NO

2 液晶表示画面上の文字が見づらい

①	 ボタンを押しください。

②	 ・ 	ボタンで3ページ目の液晶調整を選択し、

	 ボタンを押してください。

③	 ・ 	ボタンでコントラストを調整してください。

④	 ボタンを押してください。

補 足

▼ 

▼ 

液晶調整設定は

３２　／　６４

に設定されました

待機中 穀種:もみ 15:00

液晶調整設定

３２　／　６４

待機中 穀種:もみ 15:00

←→で選択、確認で設定

排出タイマ
設定モード （3/3）

残時間
0時間 1分
0時間 1分

休止 22時00分
起動  6時00分

休止乾燥

調質乾燥
32/64
有効

待機中 穀種:もみ 15:00

←→で選択、確認で設定

液晶調整

確認
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スタート

制御盤出力コネクター
CN-11（9ピン）を抜く

張込を中止し、次の動作
に移行してください

満量コードのショート
（修復又は交換）

張込ボタンONする
と同時にメッセージが

表示されるか

YES

YES

再び
満量メッセージが
表示されるか

YES

満量センサー不良
（交換）

NO
NO

張込量が
満量では

YES

NO

配穀調整を
おこなってください

配穀状態は
良好か

NO

満量センサーの
導通は正常か

YES

YES

NO

NO

A

B

張込ボタンを押す

CPU基板不良（交換）
P76を参照

A
制御盤

CN-11（9ピン）

メッセージの概要
検出：張込時に満量センサーが4秒連続動作すれば検出

B

3 『満量』メッセージが表示され、ブザーが鳴る

上部コンベア樋

満量スイッチ

満　量　時
スイッチの接点が離れている

導通あり

スイッチの接点が付いている

● テスターはΩレンジを使用する
通　常　時

導通なし
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A

スタート

フレームアイ不良
（交換）

フレームアイコネクター
（2P）を抜く

電源を再投入する

異常が
再表示するか 

YES

YES

NO

NO

A

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：待ち状態時に10秒経過した後、フレームアイが明るいと判断した時検出

トレーナー
フレームアイコネクター（2P）

バーナー

フレームアイ

4 『フレームアイ』異常メッセージが表示される
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メッセージの概要
検出：循環時、乾燥時、排出時
原因：循環確認センサーが3分30秒以内で1回もON・OFFしない場合
処理：メッセージ表示、ブザー鳴動、全停止（熱風乾燥時、送風機のみ稼動継続）

送風機稼動時間は、設定可能（出荷時は、30分稼動）

5 『繰出し回転』異常メッセージが表示される

大豆仕様（KWF型）

スタート

繰出し回転センサーの
導通を確認する

駆動チェーンの
回転状態を確認する

繰出し回転センサーの
取付位置を上下にて調整

放射体の回転不良解除
繰出しロール部内の
異物除去

導通は正常か

スムーズに
回転するか

A

B

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

繰出し用
ギヤモータは
回転するか

YES

NO

NO

循環SWをON

繰出しモータ接続部
（3P）の①-②、①-③、②-③間に
200Vの電圧が来ているか

繰出し回転センサー不良
（交換）

繰出しモータ不良
（交換）

電源リレー基板不良
（交換）

電磁開閉器不良

インバータ不良

チェーン

繰出し回転センサー

ローラ以外（OFF 時）…導通なし
サイドローラ（ON 時）…導通あり

● テスターはΩレンジを使用する

A

●繰出し回転センサーの取付
　位置を上下にて調整

サイドローラ

調整部

回転センサーの取り付け
B
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メッセージの概要
検出：循環・乾燥・排出において運転開始により4秒間以上滞留センサーよりON／OFFの信号が入力されない時に検出

スタート

本機から滞留センサー
を取り外す

中継コードの
断線チェック

下部コンベア・
昇降機下部が籾詰まり

しているか

YES

YES

NO
NO

1. 昇降機駆動ベルトの
切れ・切損確認

2. 昇降機平ベルトのゆ
るみ・片寄り確認

3. 昇降機バケットの磨耗
4. 上部・下部ラセンの

摩耗

昇降機上部・
下部駆動ベルトテンション

位置は適切か

A

YES

B

YES

NODC12V出力
されているか 

滞留センサー接続コネ
クター　ー　番間の電圧
を測定する

滞留センサーコネクター
を接続状態で⑤ー⑥番間に
テスターを当てる

F

YES

NOAC200V出力
されるか 

YES

NO滞留センサーが
回転するか 

D

YES

NODCレンジで
テスターの針がON・OFF

を繰り返すか

滞留センサー不良
（交換）

滞留センサー不良
（交換）

滞留センサー回転部を
ゆっくり手で回す

連続運転可能

E

C

循環ボタンを押す

電源スイッチON

CPU基板不良（交換）
P76を参照

64

滞留センサー接続コネ
クター　ー　番間にテス
ターを当てる

21

6 『滞留センサ』異常メッセージが表示される
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滞留センサー

654

321

コネクタを接続した状態
（循環スイッチON状態）

白 黒

E F

測定ピンNo：①〜②番間
測定値	 ：AC200V

A B

滞留センサーコネクター

（電源スイッチON状態）

滞留センサー

6

1

45
6

12
3

白 赤

測定ピンNo：④〜⑥番間
測定値	 ：DC12V注意：	60Hz	/	LA65吋

C D

測定ピンNo	：⑤〜⑥番間
測定値（DC）	：パルス

123

456

コネクタを接続した状態

白 黒

滞留センサー

注意：テスターはDCレンジを使用する

LA-56吋

LA-69吋
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メッセージの概要
検出：点火動作中、20秒経過してもフレームアイが明るいと判断しないことが2度連続すれば検出

スタート

点火可能

OK!

点火棒の交換

灯油を補給する

P34を参照

P35を参照
ディフューザの
組付け位置は正常か

コードを接続したまま
バーナを本機から取り
外す

燃料タンクに
灯油が入って
いるか

YES

YES

NO
NO

NO

バーナが
着火するか

YES

バーナが
燃焼するか

YES

YES

フレームアイ不良
（交換）

フレームアイ
光電面の掃除

バーナが
燃焼するか

YES

NO

点火棒の碍子に
割れがないか

NO

点火棒が
放電するか

YES

NO

差し直して点火可能

エアフローホースが
抜けていないか

YES

NO

灯油が
噴霧するか

YES

NO

NO

A

フレームアイコネクター
（2P）を短絡する

B

C

D

D

乾燥ボタンを押す

乾燥ボタンを押す

乾燥ボタンを押す

ストレーナの掃除及び
バーナのエアー抜きを
おこなってください

CPU基板不良（交換）
P76を参照

チェックに際してはバーナ
の周りに燃えやすい物を置
かない。
またバーナの噴射方向には
絶対に人を立たせないよう
注意のこと。

ご注意

7 『点火』異常メッセージが表示され、火が着かない

 

フレームアイ
光電面
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C

バーナーエアー抜きノズル
をゆるめ油がでたらしめる

ストレーナー

エアー抜きネジ

エアー抜き用ネジをゆるめ
油が出たらしめる

A

3～4mm

5～6mm

ディフューザ

点火棒

ノズル

3～4mm

3
～
4
mm

9～10mm

LowHigh

D

B

50Hz

60Hz

フレームアイコネクターフレームアイ

バーナー

ストレーナー
フレームアイコネクター（2P）

短絡コード

取付ナット 4 ケを外し、
バーナーを本機から取り外す。

バーナ

フレ－ムアイ

ストレーナー

ナット
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A B

メッセージの概要
検出：燃焼中にフレームアイが暗いと判断し、再点火動作をおこなっても着火しない時に検出

スタート

灯油を補給後、
ポンプのエアー抜きを
おこなってください

点火可能

フレームアイを
抜き取り掃除をして
ください

YES
NO

NO

NO

NO

異常表示
されるか

「燃焼」異常
が表示されている

燃料切れでは
ないか

「点火」異常
P31を参照

乾燥ボタンを押す

B

P32　　図参照A

差し直して点火可能

エアフローホースが
抜けていないか

YES

YES

YES

YES

NO

 

　

 

 

フレームアイ

フレームアイ

フレームアイ

光電面

60Hz

50Hz

エアフローホース

8 『燃焼』異常メッセージが表示され、火が消える

①バーナカバーを外してください。

②バーナからフレームアイを引き抜いてく

ださい。その後、フレームアイの先端

をやわらかい布で拭きとってください
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スタート

点火棒先端部に付着し
ているススを除去する

点火棒の碍子割れの
チェックをしてください

バーナ部端子台
イグニッション ー  コモン1
間の電圧を測定する

放電するか

A

B

YES

YES

NO

NO

C

YES

NOAC200V出力
されているか 

点火トランス不良

電源リレー基板不良
（交換）

乾燥ボタンを押す

乾燥ボタンを押す

C

点火トランス

端子台

B

測定場所	：イグニッション	〜	コモン	間
測定値	 ：AC200V

9 点火棒が放電しない

ストレーナー

ディフューザ

バーナー

点火棒

ノズル

A
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スタート

OK!

電源リレー基板不良
（交換）

端子台 ポンプ ー コモン2
間の電圧を測定する

YES
NO

NOAC200V出力
されているか

YES

ノズルの目詰まり
（交換）

電磁弁不良
（交換）

2つのノズル
から灯油が噴霧

しているか

電源リレー基板不良
（交換）

NO

YES

YES

NO

B

C

E

A

D

バ－ナ部端子台
 電磁弁 ー コモン2 間の
電圧を測定する

乾燥ボタンを押す

乾燥ボタンを押す

約20秒後
AC200V出力

されるか

NO

YES

電磁弁は
作動するか

ポンプ作動と同時に
カチッという音がする（  　　　　　　　  ）

P6「バーナ燃焼の仕組み」
を参照してください。

ご注意

10 灯油がノズルから噴霧されない

赤
白
黒

◯

黄
緑

黒
白

2
4

6
5
1

3

2
1

オスピン

オスピン
バーナモータ

バーナ部端子台

200V
AC200V

200V
200V

黒

白

赤

緑

黄
白

黒

イグニッション

コモン1

コモン2

電磁弁

ポンプ

フレームアイ

バ
ー
ナ
へ
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端子台

A B

測定場所	：ポンプ	〜	コモン2	間
測定値	 ：AC200V

D E

測定場所	：電磁弁	〜	コモン2	間
測定値	 ：AC200V

C

ポンプ ポンプ

端子台

ストレーナー

ディフューザ

バーナー

点火棒

ノズル
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スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

NO
NO

異物を除去する

水分計チェッカーに
DINコードを接続する

ロール軸受用ブッシュが
損傷している（交換）

ロール間に
異物が噛み込んで

いる

A

YES

YES

NO

NO「水分計」異常の 
メッセージが表示

するか

YES

NO「水分計」異常の
メッセージが表示

するか

DINコード不良
（交換）

水分計基板不良
（交換）

DINコード不良
（交換）

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

P44　　図参照C

CPU基板不良（交換）
P76を参照

YES

NO水分計基板は
正常か

メッセージの概要
検出：張込時、通風循環時、熱風乾燥時

①検出器にDINコードが差し込まれていない場合に検出
②検出器ロールに金属片を噛み込んでいる場合に検出

11 『水分計』異常メッセージが表示される

金属片

検出器

A



−38−

MEMO
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米麦用水分検出器（KWF）

4
1

2
5

7

9

8

6

12

13
36

37

37

19

21
22

22 29 30

34
36

34

35

23 24

27

33

28 30 31 32

25 26
20

15 16

18
38

31
39

39

17

12

14

36

10
11

A

A

40

41
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米麦用水分検出器（KWF）

見出
番号 部 品 番 号 部　品　名

一　台　個　数
備　　考KWF

600 700 800 900 1000
1 検出器ASM 1 1 1 1 1
2 流し板 1 1 1 1 1

4 ブラケット 1 1 1 1 1
5 水分計 1 1 1 1 1
6 水分計コード 1 1 1 1 1
7 結束バンド 6 6 6 6 6
8 マウント 4 4 4 4 4
9 カバー 1 1 1 1 1
10 のぞき窓 1 1 1 1 1
11 ラベル 1 1 1 1 1
12 化粧ネジ 2 2 2 2 2
13 モータ 1 1 1 1 1
14 フレームB 1 1 1 1 1
15 ジャックプレート 1 1 1 1 1
16 ハーネスA 1 1 1 1 1
17 信号線ユニット 1 1 1 1 1
18 水分計基板 1 1 1 1 1 SOY-03
19 サーミスタ 1 1 1 1 1
20 ギヤ 2 2 2 2 2 20T
21 絶縁枠 1 1 1 1 1
22 ロール 2 2 2 2 2
23 仕切板 1 1 1 1 1
24 ゴムワッシャー 1 1 1 1 1
25 ウェーブワッシャー 1 1 1 1 1
26 皿バネ 1 1 1 1 1 Φ16
27 C型止め輪 1 1 1 1 1 Φ15
28 スイーパーA 1 1 1 1 1
29 スイーパーB 1 1 1 1 1
30 ワッシャー 2 2 2 2 2
31 ブッシュ 4 4 4 4 4
32 絶縁体 2 2 2 2 2
33 フレームA 1 1 1 1 1
34 ブラシ 2 2 2 2 2
35 タイスナット 3 3 3 3 3 M6
36 バネ平付丸小ネジ 9 9 9 9 9 M4×12
37 バネ平付丸小ネジ 4 4 4 4 4 M4×45
38 なべ小ネジ 2 2 2 2 2 M3×6
39 タッピングネジ 4 4 4 4 4 M3×6
40 水分計延長コードA 1 1 1 1 1 オプション（昇降機後面時）
41 水分計延長コードB 1 1 1 1 1 オプション（昇降機後面時）
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スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

YES

NO
NO

金属片を除去する

ロール間に
金属片が噛み込んで

いる

A

YES

NO

NO「水分値」異常の
メッセージが表示

するか

YES

NO「水分値」異常の
メッセージが表示

するか

DINコード不良
（交換）

DINコード不良
（交換）

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

P37を参照

P44　　図参照C

P44　　　図参照BA

CPU基板不良（交換）
P76を参照

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

メッセージの概要
検出：張込時、循環時、乾燥時

	 検出器ロールに金属片を嚙み込んでいる場合に検出

12 『水分値』異常メッセージが表示される H.H.H.

A

金属片

検出器
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スタート
YES
NO

NOカラ運転を
していないか

YES

検出器ロール
上に異物がたまって

いるか

NOテストモードを
選択して運転
しているか

YES
YES

NO A

テストモードを
選択する

NO検出器ロール
動作は正常か

YES

検出器ロール上の
異物を取り除く

P43を参照
（手持水分計測定値と水
分値が合わない）

P45を参照
（検出器ロール回転動作
が異常又は、ロールが
回転しない）

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：循環時、乾燥時に水分測定データが10.4%以下を検出

13 『水分値』異常メッセージが表示される L.L.L.

A

検出器

異物の確認
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スタート

電源を再投入し、水分値
補正ボタンを押す

循環ボタンを押し、
水分表示値を確認する

水分値補正を“0”に合わせ
確認ボタンを押す

穀物種類を選択し、
停止水分を11.0％に
合わせる

水分計チェッカーを制御
盤DINコネクターに接続
し、入力値を選択する

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

YES
NO

水分値測定の実施

水分計チェッカー
入力値の許容範囲内の水分
値が表示されたか

YES

NO

昇降機バケットの摩耗
（交換）

水分値補正をおこなう

水分値補正可能な
水分表示か

YES

NO

DINコード不良
（交換）

水分計チェッカー
入力値の許容範囲内の水分
値が表示されたか

YES

NO

検出器に穀物が
十分に供給されて

いるか

YES

NO

B

A

C

D

水分測定ボタンを押し、
水分表示値を確認する

CPU基板不良（交換）
P76を参照

CPU基板不良（交換）
P76を参照

14 手持の水分測定値と乾燥機の自動水分測定値が合わない
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検出器ロール

検出器

D

水分計チェッカー

A B
型式 MSC-8P

C

水分計チェッカー

DINコードDINコネクタ

型式 MSC-8P

8P型	水分値補正 0%（センター）

許容値③
もみ

②
小麦

②
ビール麦

レ
ン
ジ

A 12.5 13.0 12.2 ± 0.3
B 16.5 16.3 16.2 ± 0.4
C 20.1 19.9 20.9 ± 1.2
D 26.9 28.8 33.4 ± 1.5
E 42.2 45.9 54.3 ± 3.0
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スタート

電源リレー基板不良
（交換）

YES

YES

NO

NO

歯車の交換

検出器モータ不良
（交換）

検出器モーターコード
断線修復（交換）検出器内の歯車が

破損しているか

YES

NO

制御盤側の
コネクター部では
出力があるか

YES

NO

A

C

B
検出器モータコード端子
①ー③（正転側）
②ー③（逆転側）
AC200V出力するか

に

検出器ロールが
回転しない

検出器ロールの動作フロー 正転

2s
15s

2s
7s 8s 8s62s or 22s

OFF
逆転

15 検出器ロール回転動作が異常またはロールが回転しない
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検出器

検出器ロール

検出器DINコード

検出器モータコード

1

3

A

測定ピンNo：①〜③番間
測定値	 ：AC200V

検出器

検出器ロール

検出器DINコード

検出器モータコード

1

3

B

測定ピンNo：②〜③番間
測定値	 ：AC200V

測定ピンNo
　正回転：①〜③番間
　逆回転：②〜③番間
測定値　：AC200V

3

水分計出力

2 1

C
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スタート

熱風温センサー不良
断線修復（交換）

熱風温センサー
コネクタを抜く

熱風温センサーの
導通を測定する

導通は正常か
断線しているか

YES

YES
センサーのコネクタ
を差し電源を入れる

異常メッセージは
出るか

YES

NO

NO

A

電源を切る

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：熱風温センサーが80℃以上あるいは−10℃以下を検出

注）	良品の部品があれば、その部品をチェッカーとして判断の基準に
すれば即座に良否が判別容易となる

16 『熱風温センサ』異常メッセージが表示される

熱風温度センサーコネクタ
A

測定ピンNo：①〜②番間●	テスターはΩレンジを使用する
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●	テスターはΩレンジを使用する

注）	良品の部品があれば、その部品をチェッカーとして判断の基準に
すれば即座に良否が判別容易となる

スタート

穀物温度センサー不良
断線修復（交換）

穀物温度センサー
コネクタを抜く

穀物温度センサーの
導通を測定する

導通は正常か
断線しているか

YES

YES

NO

NO

A

センサーのコネクタ
を差し電源を入れる

異常メッセージは
出るか

YES

電源を切る

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：穀物温度センサーが80℃以上あるいは−10℃以下を検出

17 『穀温センサ』異常メッセージが表示される

穀物温度センサー
A

測定ピンNo：①〜②番間
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スタート

外気温センサー
コードが断線して

いるか

YES

YES

NO
NO

制御盤出力コネクター
CN－12を抜く

外気温センサーコード
断線修復不良（交換）

CN－12　ー　番ピン間
の導通を測定する

外気温センサー不良
（交換）

導通は正常か

YES

NO

A

B

注意：接触不良がないか
 （特にピン部）

CPU基板不良（交換）
P76を参照

21

制御盤

コネクター CN-12

A

1
5
9

2
6
10

3
7
11

4
8
12

CN-12

CN-12

B

メッセージの概要
検出：外気温センサーが40℃以上あるいは−10℃以下を検出

測定ピンNo：①〜②番間

18 『外気温センサ』異常メッセージが表示される

●	テスターはΩレンジを使用する
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メッセージの概要
検出：待ち状態、点火、燃焼、乾燥状態時
原因：待ち状態で風圧スイッチが4秒以上働いた時、あるいは乾燥中送風量が何らかの原因で減少し、風圧

スイッチが連続4秒以上働かない時
処理：モニター点灯、ブザー鳴動、電磁ポンプ停止

●テスターはΩレンジを使用する

OFF状態 ON状態

導通なし 導通あり

A B C

スタート

手で風圧スイッチの
接点をOFFにする

異常表示をするか

YES

YES

NO
NO

風圧スイッチが
引かれているか

YES

NO

風圧スイッチの
導通は正常か

YES

NO風圧スイッチ
コードが断線して

いるか

YES

NO

風圧スイッチ不良
（交換）

風圧スイッチ不良
（交換）

異常表示が消えるか

YES

NO

NO

風圧スイッチ
接点部掃除

送風機の回転確認
排風ダクトの配管確認
排風環境の確認

風圧スイッチの
接点がON状態に
なっているか

YESB

C

A

CPU基板不良（交換）
P76を参照

CPU基板不良（交換）
P76を参照

19 『風圧センサ』異常メッセージが表示される
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スタート

運転可能

駆動ベルト不良
（交換）

昇降機バケット
不良（交換）

搬送モータサーマル
設定値変更

下部コンベアモータ
サーマル設定値変更

平ベルトテンション調整

YES
NO

液晶画面が
待ち状態に
なるか

YES

NO

搬送モータの
取付位置変更

搬送モータ
取付位置は適切か
（50Hz・60Hz）

YES

NO

NO

メッセージ点灯後、
約3分経過してから
リセットしたか

YES

NO

運転中
電源電圧が
降下しないか

搬送モータが
回転するか

YES

YES

NO

搬送モータ不良交換
コードの断線チェック

NO

サーマル設定値は
適切か

YES

NO

5.3A

4.2A

駆動ベルトの
切損又はゆるみが

ないか

YES

NO

平ベルトの
片寄り・ゆるみが

ないか

YES

NO

昇降機
バケットが摩耗して

いないか

YES

NO

上部コンベア不良
（交換）

電磁開閉器不良
（交換）

下部コンベア不良
（交換）

上部コンベアが
摩耗していないか

YES

NO

籾を取り除く

再リセットする

搬送モータ
サーマルの導通は

正常か

YES

NO

搬送系に籾詰まり
しているか

YES

A

B

C

操作パネルの
リセットボタンを押す

張込ボタンを押す

CPU基板不良（交換）
P76を参照

電源電圧の確認
電力会社に対応願うよう

に依頼する

メッセージの概要
検出：搬送モータ用サーマルの作動で検出

20 『搬送系過負荷』異常メッセージが表示される
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CB

A

大プ－リ50Hz地区

小プ－リ60Hz地区

50Hz地区

50Hz 60Hz
モータ取り付け位置（ベース・面）

60Hz地区

ベルトの掛け位置

マグネットスイッチ

●テスターはΩレンジを使用する
（1）正常の場合

COM-NC間　導通あり
COM-NO間　導通なし

（2）サーマル設定範囲
4A～6A

サーマル

緑

黒
図は導通あり

サーマル設定ダイアル

電磁開閉器 電磁開閉器

繰出しモータMC 搬送モータMC
（5.3A）

スロワモータMC
（5.5A）

送風モータMC
（18A）

下部コンベアモータMC
（4.2A）
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スタート

サーマル設定値変更

送風機モーター不良交換
コードの断線チェック

YES
NO

NO液晶画面が
待ち状態になるか

YES

送風機が
回転するか

YES

サーマル設定値は
適切か

YES

NO

NO

A

B

電源電圧の確認

メッセージ表示後、
約3分経過してから
リセットしたか

YES

NO

再リセットする

電磁開閉器不良
（交換）

送風モータ
サーマルの導通は

正常か

YES

NO

リセットボタンを押す

張込ボタンを押す

18A

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：送風モータ用サーマルの作動で検出

21 『送風機過負荷』異常メッセージが表示される
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B

A

サーマル設定ダイアル

サーマル設定
ダイアル

電磁開閉器

繰出しモータMC 搬送モータMC
（5.3A）

スロワモータMC
（5.5A）

送風モータMC
（18A）

下部コンベアモータMC
（4.2A）

サーマル

NC
NO

マグネットスイッチ

●テスターはΩレンジを使用する
（1）正常の場合

COM-NC間　導通あり
COM-NO間　導通なし

（2）サーマル設定値
18A

COM
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スタート

サーマル設定値変更

YES
NO

NO液晶画面が
待ち状態になるか

YES

YES

サーマル設定値は
適切か

YES

NO A

B

F

スロワ胴内に籾が
詰まっているか

スロワ羽根の
取付位置調整

プーリの入れ替え
50Hz / 60Hzの確認

メッセージ表示後、
約3分経過してから

リセットしたか

YES

NO

再リセットする

NO

スロワ羽根が摩耗
していないか

NO

スロワ羽根不良
（交換）

NO

電磁開閉器不良
（交換）

スロワモータ
サーマルの導通は

正常か

C

C

投入口の
シャッターの開度は

適切か

YES

プーリの設定は
合っているか

スロワ胴と
スロワ羽根の間隔は

適切か

D
YES

Vベルトの
張りは十分か

YES

YES

YES

NO

排出樋の
配管は適切か

E

F

YES

NO

籾を取り除く

配管の調整

NO

排出シャッター
開度調整　閉める

運転可能

5.5A

操作パネルの
リセットボタンを押す

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：スロワモータ用サーマルの作動で検出	 排出スロワ使用時

22 『スロワ過負荷』異常メッセージが表示される
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D

F

B

E

スロワ胴

スロワ蓋

間隔約4ミリ

ほぼ同じ間隔

アーム

羽根

4～5ミリ

C

A

●サーマルの良否関係
（1）正常の場合

COM-NC間　導通あり
COM-NO間　導通なし

（2）サーマル設定範囲
5A～8A

マグネットスイッチ

サーマル

青

黒

図は導通あり

30°以上

6.5m

6.5m
悪い例

（例１） （例2）

◯ 揚穀高さは 6.5m 以下、横方向の搬送距離は 6.5m 以下で御
使用ください。また、横方向の傾斜角度は、30°以上で御使
用ください。〔ただし、電力事情や、穀物含水率によって若
干異なることがあります。〕

注） スロワの回転方向と排出方向が反対の場合は、揚穀高さが
降下してしまいます。

ボルト

◯ 籾と小麦では、シャッター位置が違います。
ボルトをゆるめ流量を調節して固定してください。

〔電力事情等によっては、調整が必要です。〕

・50Hz 地区でセットしてありますので、
60Hz 地区のみ差しかえてください。

60Hz 地区用

50Hz 地区用
（出荷時セット位置）

小さい方が内側

60Hz
 地区用

サーマル設定ダイアル

電磁開閉器

搬送モータMC
（5.3A）

スロワモータMC
（5.5A）

下部コンベアモータMC
（4.2A）
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スタート

管ヒューズ（2A）
（交換）

電源リレー基板
不良（交換）

制御盤への入力電圧を
測定する

元電源ソケット部の
出力電圧を測定する

電源コードの確認
（断線等のチェック）

外部出力（AC200V
ライン）のショート確認

YES
NO

NO

NO

三相200Vが出力
されているか

電源ヒューズが
切れているか

YES

YES

B

A

E

NO三相200Vが出力
されているか

YES

D

元電源の確認

NO電源リレー基板
が焼損している

YES

C

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：待ち状態時に、元電源の三相のうちS相が入力されなければ検出

23 『元ヒューズ』メッセージが表示される
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交換後、元に戻してください。

ヒューズ

ヒューズホルダ

排塵機（2A）
リレー基板（3A）
ヒューズ

電源
（2A）

ヒューズホルダ

E

A B

測定値：	S− R　200V
	 S − T　200V
	 R − T　200V

C D

測定値：	S− R　200V
	 S − T　200V
	 R − T　200V

ヒューズの交換のしかた
①制御盤を開けてください。

②ヒューズホルダＷＰ反時計回りに回してください。

③ヒューズホルダ（3ヶ）から不良品を引き出し、
新品と交換してください。

④ヒューズ交換後、蓋は元に戻してください。
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メッセージの概要
検出 ：排出シャッタ動作時に、閉動作で30秒経過しても排出シャッタ閉信号が検出されないとき、

または開動作で30秒経過しても排出シャッタ開信号が検出されないとき検出
検出動作時 ：排出シャッタモータ停止

スタート

リレー基板不良
（交換）

シャッタモータ
ユニット不良（交換）

CN-11、CN-13
両コネクターを抜く

テストモードにする

中継コード修復

YES
NO

NOYES CN-13の⑦-⑧
からAC200Vが
出ているか

YES

C

A

B

NO NO中継コードが
断線・ショートを
していえるか

YES

ゴミを取り除く

NO排出シャッタ
にゴミが詰まって

いるか

YES

CN-11の①-③、
②-③からDC12Vが

出ているか

D

CPU基板不良（交換）
P76参照

CN-11の①-③を短絡する
排出ボタンを押す

②B
CN-11の②-③を短絡する
張込ボタンを押す

①

24 『排出シャッタ』異常メッセージが表示される
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A ●CN-11、CN-13を抜く

B

短絡するピンNo.：②〜③番間 短絡するピンNo.：①〜③番間

C

測定ピンNo.：⑦〜⑧番間
測定値　　　：AC200V

測定ピンNo.：①〜③番間
　　　　　　：②〜③番間
測定値　　　：DC12V
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検出：	電源投入時に乾燥条件設定値の記憶内容に異常があったとき
動作：	動作無し　（表示のみ）

解除：	 ボタン押し

25 『記憶内容』異常メッセージが表示される

KW-XN

KW-XN

　
　
　　『記憶内容』異常

　　　　　動作しません

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  25石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 15:00

調質
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メッセージの概要
検出：	通風乾燥時、熱風乾燥時	

感震スイッチが5秒間連続でOFFを検知した時
動作：	通風循環中‥‥全停止	

熱風乾燥中‥‥送風機のみ30分動作：その他は停止

解除：	 ボタンで解除

感震スイッチ

26 『感震センサー』異常メッセージが表示される

スタート

感震スイッチコネクター
（2P）を抜いて短絡する

電源を再投入する

中継コード修復

異常が
再表示するか

中継コードが
断線・ショートを
しているか

A

YES

YES

YES

NO

NO

NO

感震センサ不良
（交換）

CPU基板不良（交換）
Ｐ76を参照

短絡コード

感震スイッチコネクター

A
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YES

YES

YES

NO

スタート

熱風温センサー不良
断線修復（交換）

熱風温センサーまたは穀温
センサーのコネクタを抜く

熱風温センサーの
導通を測定する

導通は正常か
断線しているか

YES

センサーのコネクタを
差し電源を入れる

異常メッセージは
出るか

送風機の回転・
排風ダクトの配管・排風

環境の確認
問題ないか

NO

NO

運転可能

NO

A

電源を切る

CPU基板不良（交換）
P76を参照

問題を解除する

メッセージの概要
検出：燃焼中（点火1、点火2、燃焼）に熱風温度が外気温度＋設定範囲、設定値以上で検出
動作：待機状態へ移行（送風機のみ30分オン）

注）	 良品の部品があれば、その部品をチェッカーとして判断の基準に
すれば即座に良否が判別容易となります。

注）	 乾燥中に熱風温度が外気温度+25℃以上になった時（排風ダクト
の配管・排風環境・納屋の通風環境）が悪い場合温度上昇異常に
入りやすくなります。
設定値を変更する場合営業所にお問い合わせください。

27 『熱風温度上昇』異常メッセージが表示される

熱風温度センサーA

測定ピンNo：①〜②番間●	テスターはΩレンジを使用する
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メッセージの概要
検出：燃焼中（点火1、点火2、燃焼）に穀物温度が熱風温度＋設定範囲、設定値以上で検出
動作：待機状態へ移行（送風機のみ30分オン）
　　：テスト運転・点火時10分間は除く

スタート

電源を切る

熱風温センサー
または穀温センサーの
コネクタを抜く

センサーのコネクタを
差し電源を入れる

YES
NO

A

導通は正常か
断線しているか

送風機の回転・排風
ダクトの配管・排風環
境の問題ないか

異常メッセージは
出るか

運転可能

穀温センサー不良
断線修復（交換）

NO

NO

問題を解除する

NO

YES

YES
CPU基板不良（交換）
P76を参照

熱風温センサーの
導通を測定する

28 『穀物温度上昇』異常メッセージが表示される

A 穀物温度センサー

注）	 良品の部品があれば、その部品をチェッカーとして判断の基準に
すれば即座に良否が判別容易となります。

注）	 乾燥中に穀物温度が熱風温度＋設定範囲以上になった時（排風ダ
クトの配管・排風環境・納屋の通風環境）が悪い場合温度上昇異
常に入りやすくなります。
設定値を変更する場合営業所にお問い合わせください。

測定ピンNo：①〜②番間●	テスターはΩレンジを使用する
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スタート

集穀室内温度
センサーコードが
断線しているか

YES

YES

NO
NO

制御盤出力コネクター
CN－12を抜く

集穀室内温度センサーコード
断線修復不良（交換）

CN－12⑩ー⑫番ピン間
の導通を測定する

導通は正常か

YES

NO

A

B

注意：接触不良がないか
 （特にピン部）

CPU基板不良（交換）
P76を参照

集穀室内温度センサー不良
（交換）

メッセージの概要
検出：燃焼中（点火1、点火2、燃焼）に集穀室内温度センサが異常を検出してOFFにした時
動作：待機状態へ移行（全停止）

29 『集穀室内温度上昇』異常メッセージが表示される

制御盤

コネクター CN-12

A

1
5
9

2
6
10

3
7
11

4
8
12

CN-12

CN-12

B

測定ピンNo：⑩と⑫番間
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スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

NO
NO

元に差し入れる

水分計ハーネスAが不良
（交換）

DINコードが制御盤
または、水分計に差
し込まれているか

YES

YES

NO

NO

NO

YES
DINコード不良

（交換）

DINコード不良
（交換）

水分計基板不良
（交換）

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

P46　　図参照C

YES

NO水分計基板は
正常か

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

「検出器穀物温度
センサ」異常の 

メッセージが表示
するか

「検出器穀物温度
センサ」異常の 

メッセージが表示
するか

CPU基板不良（交換）
P76を参照

メッセージの概要
検出：検出器穀物温度センサー入力の値が80℃以上あるいは、A/D値 900以上になった時、制御盤また

は検出器にDINコードが差し込まれていない場合に検出
動作：乾燥中は燃焼停止し、この異常が出ているときは「乾燥」ボタンを押しても乾燥にはならない。

30 『検出器穀物温度センサ』異常メッセージが表示される
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● 本機設置後、下記の要領で機種の設定と画面表示モードの設定を必ずおこなってください。

機種の設定と画面表示モードの設定

設定のしかた
電源スイッチを「入」にする。

KW-XN

電源スイッチ

液晶表示画面

確認ボタン

●	液晶表示画面に次のように表示されますので、表示画面の指示に従い、機種設定と画面表示モード設定を行ってください。

③ 設定終了画面

一度、設定されたものは電源を切っても
記憶されています。

  ボタンを押してください。

① 機種設定画面

	・	 	ボタンを押し、機種を合わせ、

	ボタンを押してください。

② 型式設定画面

	・	 	ボタンを押し、型式を合わせ、

	ボタンを押してください。

　レボリューション21
　　機種名を設定してください
　　KWBーM　　KWBーXN
　　KWCーM　　KWCーXN
　　KWHーM　　KWHーXN
　　KWFーM　　 KWFーXN
　　KWSC　　　 KWSF
←→選択、ページ 確認で設定

0 0 ： 0 0
　レボリューション21
　　

　　　KWF700ーXN

　　　　　に設定されました

00：00

　
　機種設定がされていません

　　機種設定をしてください

　　確認で機種設定へ

　レボリューション21
　　型式名を設定してください
　　KWF
　　600　　700　　800
　　900　　1000

←→選択、ページ 確認で設定

0 0 ： 0 0
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●  下記のように	 	ボタンを3秒押し続け、その途中で	 	ボタンを押すと裏画面モードに入ります。

● 裏画面モードに入ると液晶画面表示は次のように変わります。
但し、裏画面モード時に、約30秒以内にボタン操作を行わない場合、自動的に運転動作画面に戻ってしまいます。

• 操作手順

①	 ・ 	ボタンを押してメニューを選択する。

②	 	を押す。

③	 ・ 	ボタンを押して項目を選び、その後	 	ボタンを押す。

KW-XN

電源スイッチ

液晶表示画面

確認ボタン

リセット
ブザー停止ボタン

裏画面モードの設定のしかた（籾）

籾・ビール麦

　初期設定モード　（2/5）
　水分分布　　　　する
　異常履歴　　　　する
　乾燥記録　　　　液晶
　通信設定　 2400BPS／1局
　繰出速度　 高速  高速  高速
　排出停止　　　　する
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（1/5）
　項　　目　　　設定状態
　送 風 機　張込ON／排出ON
　冷却時間　　　　標準
　満量動作　　　　１分
　風圧センサ　　　　する
　画面速度　　　 ふつう
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（4/5）
　穀温制御　　　　標準
　穀温リミット　　　　39℃
　出力範囲　　　  58.3％
　再点火異常検出　　　　５回
　繰出回転異常　高：115 中：154低：154
　穀温異常検出　　　　５℃
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（3/5）
　感震センサ　　　　する
　排出シャッタ　　　  閉動作
　初 期 化　　　  しない
　熱風上昇　　　　25℃
　調質リミット　　　　70％
　排出停止水分　　　　9.5％
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（5/5）
　表示水分値　　　しない
　休止乾燥停止　　休止時刻
　集穀室内温度　　　しない
　検出器穀温　　　　する
　排出スロワ　　　　30秒
　張込繰出間欠　　　しない
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0
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裏画面モードの設定のしかた（籾）
●  裏画面モードでは、次の内容の選択・設定することができます。必要に応じて、内容を選択・設定してください。
また、選択・設定した内容は、自動的に記憶されます。

①送風機
・張込時および排出時に、送風機稼働の「ON」、「OFF」を選択・設定することができます。
▶出荷時は、　張込時 ON、排出時 ON　に設定されています。

②冷却時間
・乾燥終了後のバーナ・遠赤外線放射体冷却時間が選択・設定できます。
バーナ冷却時間は、「標準」（30分）、「1時間」、「2時間」、「連続運転」の中から選択・設定できます。
▶出荷時は、　標準設定（30 分）　が選択・設定されています。

③満量動作
・満量検出後の本機自動停止までの時間を選択・設定することができます。
停止時間は、「停止しない」、「1分後停止」、「2分後停止」、「3分後停止」、「5分後停止」の中から選択・設
定できます。
▶出荷時は、　1 分後停止　が選択・設定されています。

④風圧センサ
・待ち状態に風圧センサの異常検出を「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑤画面速度
・液晶画面の切り替わり速度を「遅い」、「ふつう」、「速い」の中から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　ふつう　に選択・設定されています。

⑥水分分布
・最新の水分測定結果のバラつきを液晶画面に表示「する」、「しない」を選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑦異常履歴
・乾燥中に発生した異常を確認することができます。異常履歴を確認していただくには、「する」を選択・設定
してください。
また、複数の異常履歴を確認する時には「	 ・ 	」ボタンを押してください。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑧乾燥記録
・乾燥記録のデータを「液晶画面」、「PC」、「プリンタ」、「カード」のいずれかに出力することができます。

補足 	乾燥記録は、約 2 ～ 3 乾燥分を記憶しております。古いデータは、自動的に消去されます。

⑨通信設定
・乾燥記録をプリンタへ出力する場合や、遠隔操作をおこなう場合に、通信速度と局番の設定をおこないます。
▶出荷時は、　通信速度「2400BPS」・局番「1」　に設定されています。

⑩繰出速度
・循環、乾燥、排出時の繰出の速度を「高速」、「中速」、「低速」から選択・設定することができます。
▶出荷時はすべて高速に選択・設定されています。（設定変更にはオプションが必要です。）
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⑪排出停止
・排出終了後、本機を自動停止「する」、「しない」を選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑫感震センサ
・地震などの大きな揺れが起きた場合、センサ検知「する」、「しない」を選択することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑬排出シャッタ
・排出終了後、自動排出シャッタの閉動作を「停止」、「閉動作」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　閉動作　に選択・設定されています。

⑭初期化
・すべての設定を初期化（出荷時の状態へ戻す）することができます。
▶「する」を選択・設定すると、今までの設定状態が出荷時の状態に戻ります。

⑮熱風温度上昇
・異常検知温度を「+15℃」〜「+35℃」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　+25℃　に選択・設定されています。

⑯調質リミット
・水分値が停止水分＋1.5％以下になってからのバーナ出力を「60％」〜「90％」から変更することができます。
▶出荷時は、　70％　に選択・設定されています。

⑰排出停止水分
・排出自動停止水分値を「9.5」、「10.5」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　9.5　に選択・設定されています。

⑱穀温制御
・穀温制御を「標準」、「穀温リミット」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　標準　に選択・設定されています。

補足 	「穀温制御」を選択・設定する場合は、次項目の「穀温リミット」を選択・設定してください。

⑲穀温リミット
・穀物温度のリミット数値を「30℃」〜「39℃」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　39℃　に選択・設定されています。

⑳出力範囲
・固定燃焼域の設定を「58.3」〜「70.0」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　58.3　に選択・設定されています。

㉑再点火異常検出
・再点火異常検出回数を「3回」、「5回」、「7回」、「9回」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　5 回　に選択・設定されています。

㉒繰出回転異常
・通常の使用で変更することはありません。オプション使用時に変更します。

㉓穀温異常検出
・穀温上昇の上限を「0℃」〜「10℃」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　5℃　に選択・設定されています。

裏画面モードの設定のしかた（籾）
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裏画面モードの設定のしかた（籾）
㉔表示水分値補正
・設定した停止水分値と自動乾燥終了時の水分値に開きがある場合、自動乾燥終了時の水分値表示補正を「する」
「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。

㉕休止乾燥停止
・休止乾燥で乾燥機が停止する基準を「休止時刻」、「休止水分値」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　休止時刻　に選択・設定されています。

㉖集穀室内温度異常検知
・集穀室内温度の異常をセンサで検出「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。

㉗検出器穀物温度センサ異常検出
・検出器穀物温度の異常をセンサで検出「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

㉘排出スロワ動作
・排出時、スロワの停止時間を「30（30秒）」、「1（1分）」、「2（2分）」、「3（3分）」、「5（5分）」
から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　30（30 秒）　に選択・設定されています。

㉙張込時繰出間欠
・張出時の繰出モータ間欠運転を「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。
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裏画面モードの設定のしかた（大豆）
●  下記のように	 	ボタンを3秒押し続け、その途中で	 	ボタンを押すと裏画面モードに入ります。

● 裏画面モードに入ると液晶画面表示は次のように変わります。
但し、裏画面モード時に、約30秒以内にボタン操作を行わない場合、自動的に運転動作画面に戻ってしまいます。

KW-XN

電源スイッチ

液晶表示画面

確認ボタン

リセット
ブザー停止ボタン

大豆

• 操作手順

①	 ・ 	ボタンを押してメニューを選択する。

②	 	を押す。

③	 ・ 	ボタンを押して項目を選び、その後	 	ボタンを押す。

　初期設定モード　（2/4）
　水分分布　　　　する
　異常履歴　　　　する
　乾燥記録　　　　液晶
　通信設定　 2400BPS／1局
　電源サイクル　　　　50Hz
　点火水分　　　　20％
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（1/4）
　項　　目　　　設定状態
　送 風 機　張込ON／排出ON
　冷却時間　　　　標準
　満量動作　　　　１分
　風圧センサ　　　　する
　画面速度　　　 ふつう
←→選択、ページ 確認で設定

 待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（4/4）
　繰出回転異常　高：-- 中：--低：--
　穀温異常検出　　　　５℃
　表示水分値　　　しない
　集穀室内温度　　　しない
　張込繰出間欠　　　しない
　終わり
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0

　初期設定モード　（3/4）
　感震センサ　　　　する
　排出シャッタ　　　  閉動作
　初 期 化　　　  
　熱風上昇　　　+25℃
　出力範囲　　　  58.3％
　再点火異常検出　　　　５回
←→選択、ページ 確認で設定

待機中　　穀種：もみ 0 0 ： 0 0
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裏画面モードの設定のしかた（大豆）
●		裏画面モードでは、次の内容の選択・設定することができます。必要に応じて、内容を選択・設定してください。
また、選択・設定した内容は、自動的に記憶されます。

①送風機
・張込時および排出時に、送風機稼働の「ON」、「OFF」を選択・設定することができます。

▶出荷時は、　張込時 ON、排出時 ON　に設定されています。

②冷却時間
・乾燥終了後のバーナ・遠赤外線放射体冷却時間が選択・設定できます。
バーナ冷却時間は、「標準」（30分）、「1時間」、「2時間」、「連続運転」の中から選択・設定できます。
▶出荷時は、　標準設定（30 分）　が選択・設定されています。

③満量動作
・満量検出後の本機自動停止までの時間を選択・設定することができます。
停止時間は、「停止しない」、「1分後停止」、「2分後停止」、「3分後停止」、「5分後停止」の中から選択・設
定できます。
▶出荷時は、　1 分後停止　が選択・設定されています。

④風圧センサ
・待ち状態に風圧センサの異常検出を「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑤画面速度
・液晶画面の切り替わり速度を「遅い」、「ふつう」、「速い」の中から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　ふつう　に選択・設定されています。

⑥水分分布
・最新の水分測定結果のバラつきを液晶画面に表示「する」、「しない」を選択・設定することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑦異常履歴
・乾燥中に発生した異常を確認することができます。異常履歴を確認していただくには、「する」を選択・設定
してください。
また、複数の異常履歴を確認する時には「	 ・ 	」ボタンを押してください。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑧乾燥記録
・乾燥記録のデータを「液晶画面」、「PC」、「プリンタ」、「カード」のいずれかに出力することができます。

補足 	乾燥記録は、約 2 ～ 3 乾燥分を記憶しております。古いデータは、自動的に消去されます。

⑨通信設定
・乾燥記録をプリンタへ出力する場合や、遠隔操作をおこなう場合に、通信速度と局番の設定をおこないます。
▶出荷時は、　通信速度「2400BPS」・局番「1」　に設定されています。

⑩電源サイクル
・電源サイクル（周波数）を「50Hz」「60Hz」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　50Hz　に選択・設定されています。
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裏画面モードの設定のしかた（大豆）
⑪点火水分
・大豆乾燥時、バーナに点火する水分値を「18〜25%」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　20%　に選択・設定されています。

⑫感震センサ
・地震などの大きな揺れが起きた場合、センサ検知「する」、「しない」を選択することができます。
▶出荷時は、　する　に選択・設定されています。

⑬排出シャッタ
・排出終了後、自動排出シャッタの閉動作を「停止」、「閉動作」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　閉動作　に選択・設定されています。

⑭初期化
・すべての設定を初期化（出荷時の状態へ戻す）することができます。
▶「する」を選択・設定すると、今までの設定状態が出荷時の状態に戻ります。

⑮熱風温度上昇
・異常検知温度を「+15℃」〜「+35℃」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　+25℃　に選択・設定されています。

補足 	「穀温制御」を選択・設定する場合は、次項目の「穀温リミット」を選択・設定してください。

⑯出力範囲
・固定燃焼域の設定を「58.3」〜「70.0」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　58.3　に選択・設定されています。

⑰再点火異常検出
・再点火異常検出回数を「3回」、「5回」、「7回」、「9回」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　5 回　に選択・設定されています。

⑱繰出回転異常
・通常の使用で変更することはありません。オプション使用時に変更します。

⑲穀温異常検出
・穀温上昇の上限を「0℃」〜「10℃」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　5℃　に選択・設定されています。

⑳表示水分値補正
・設定した停止水分値と自動乾燥終了時の水分値に開きがある場合、自動乾燥終了時の水分値表示補正を「する」
「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。

㉑集穀室内温度異常検知
・集穀室内温度の異常をセンサで検出「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。

㉒張込時繰出間欠
・張出時の繰出モータ間欠運転を「する」、「しない」から選択・設定することができます。
▶出荷時は、　しない　に選択・設定されています。

㉓終わり
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検査画面モードの設定
• 検査 1 モード
CN-12の 10番ピンと12番ピンをショートすると検査1モードになります。

あるいは	 	・	 	ボタン	 	ボタンを同時に押し続けると検査1モードになります。

（ただし、設定変更状態では不可）
検査1モードになると	 	ボタンを3秒押すことにより、各種状態を確認することができます。

表示の切替は	 	・	 	ボタンで行います。

検査1モード（1/4）

熱風温度
穀物温度
外気温度
フレームアイ
水分穀温度
水分計

AD0入力値
AD1入力値
AD2入力値
AD3入力値
AD4入力値
AD5入力値

検査1モード（2/4）
熱風温度
実質乾減率
滞留センサ係数値

AD6入力値
AD7入力値
バーナ出力

検査1モード（3/4）

送風サーマル
繰出サーマル
満量スイッチ
検査1

搬送サーマル
風圧スイッチ
循環スイッチ
検査2

スロワサーマル
感震スイッチ

欠相入力
排出シャッタ閉
ロール位置

排出シャッタ閉
ロータリーディップボタン

検査1モード（4/4）

送風出力
繰出出力

搬送出力
ブザー

スロワ出力
シャッタ

水分計状態 水分計抵抗

ヒータ出力
ポンプ出力

バーナモータ出力
定速繰出出力

高燃焼電磁弁出力
高速繰出出力

A/D 入力値の判断基準（参考値）
熱風温度・穀物温度 外気温度 水分計穀温

0℃ 〜870 〜 880 〜 740
5℃ 〜840 〜 850 〜 690
10℃ 〜810 〜 810 〜 640
15℃ 〜770 〜 770 〜 590
20℃ 〜730 〜 730 〜 540
25℃ 〜690 〜 680 〜 490
30℃ 〜650 〜 630 〜 440
35℃ 〜600 〜 580 〜 390
40℃ 〜560 〜 220 〜 350
45℃ 〜520 〜 310
50℃ 〜480 〜 280
55℃ 〜430 〜 250
60℃ 〜400 〜 220
65℃ 〜360 〜 190
70℃ 〜330 〜 170
75℃ 〜300 〜 150
80℃ 〜270 140〜

• フレームアイの A/D 入力値
（ガンタイプバーナ）

消火→着火判定：	フレームアイA/D値が
 205 以下になった場合に着火

着火→消火判定：	フレームアイA/D値が
 477 以上になった場合に消火
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CPU ⇔ LCD（液晶表示基板）のはずしかた

KW / KWF-XN 主基板

カードスロット

液晶画面へ

CN208 CN214

CR2450

CN218

CN219

CN216

CN217

CN213

CN209

CN207CN206
CN210

CN215

CN212

CN201

JP3

CN202

CN203

液晶画面へ

液晶・フラット
ケーブル

C
N

2
0

2

（図はロック状態）

液晶・フラット
ケーブル

ロックロック解除

ロックロック解除

• 液晶・フラットケーブルのはずしかた
①	CN202コネクタ・ストッパを左にずらしロックを解除する。
②	フラットケーブルをコネクタから引き抜く。
③	CN203コードをコネクタから引き抜く。
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CPU ⇔ボタン電池交換方法のしかた
• 主基板のボタン電池の交換方法
①	留め具の無い部分にマイナスドライバーなど、先の細いものをかける。

CR2450

留め具（出っ張り）

留め具のない場所

押す

引き出す

CR2450

交換する

※表裏の間違いに注意する

プラス面

マイナス面
CR2450

CR2450

②	イラストの下部の出っ張りに引っかからない程度まで持ち上げます。
③	持ち上げたまま、引き出してください。（イラスト上部の部分から押すようにするとよい）

④	ボタン電池が外れるので、新しいものと交換してください。（表裏を間違えないようにしてください）
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メンテナンスタイマの操作方法のしかた
• ND-2002（KW-XN）メンテナンスタイマの操作方法
〇メンテナンスタイマリセット方法

①	待機画面で	 	ボタンを押すと、「設定モード（1/5）」画面が表示されます。

②		 	・	 	ボタンで「設定モード（4/5）」
画面の「[ 点検・メンテナンス表示 ]」を選択します。

③		 	ボタンを押し、決定します。

④		 	ボタンを押し、決定します。

⑤		 	・	 	ボタンを押して項目を選択します。

⑥		 	ボタンを押すと選択した項目のメンテナンスタイマリセット確認画面が表示されます。

⑦		 	・	 	ボタンを押して「する」を選択します。

⑧		 	ボタンを押すとリセットされます。

戻るときは	 	ボタンを2回押してください。

　　　設定モード　（4/5）
　電源電圧補正　　　　　0
　トリップ　 0122：27：03
　 （TOTAL 000122：27：03）
　ブザー　　　　ON
　[点検・メンテナンス表示]
　手動スイッチ
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　点検・メンテナンス（1/2）
　　項　目　　　稼働時間
　駆動ベルト　　　　　55h
　昇降機ベルト　　　　55h
　昇降機バケット　　　55h
　上部コンベア　　　　55h
　下部コンベア　　　　55h
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0
　駆動ベルト
　　メンテナンスタイマを
　　　　　　リセットします
　
　　　する　　　しない
　
　　　　　選択してください
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　　　設定モード　（1/5）
　項　　目　　　設定状態
　型式名　　　 KWF700-XN
　水分値補正　　±0.0%
　乾燥速度リミット　　1.0%/h
　日付・時刻　2022年7月18日
　　　　　　　  16時43分
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0
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メンテナンスタイマの操作方法のしかた
〇メンテナンス時間設定の変更方法

①	待機画面で	 	ボタンを押すと、「設定モード（1/5）」画面が表示されます。

②		 	・	 	ボタンで「設定モード（4/5）」
画面の「[ 点検・メンテナンス表示 ]」を選択します。

③		 	ボタンを押し、決定します。

⑤		 	・	 	ボタンで時間を変更します。（設定間隔10時間毎、最大9990時間）

⑥		 	ボタンを押し、決定します。

④		 	・	 	ボタンで項目を選択し、	 	ボタンを長押しでメンテナンス時間設定画面が表示されます。

　　　設定モード　（4/5）
　電源電圧補正　　　　　0
　トリップ　 0122：27：03
　 （TOTAL 000122：27：03）
　ブザー　　　　ON
　[点検・メンテナンス表示]
　手動スイッチ
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　　　設定モード　（1/5）
　項　　目　　　設定状態
　型式名　　　 KWF700-XN
　水分値補正　　±0.0%
　乾燥速度リミット　　1.0%/h
　日付・時刻　2022年7月18日
　　　　　　　  16時43分
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　点検・メンテナンス（1/2）
　　項　目　　　稼働時間
　駆動ベルト　　　　　55h
　昇降機ベルト　　　　55h
　昇降機バケット　　　55h
　上部コンベア　　　　55h
　下部コンベア　　　　55h
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　駆動ベルト
　　メンテナンス時間設定
　
　　　　　750時間
　
　
　　時間を設定してください
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0
　駆動ベルト
　　メンテナンス時間を
　
　　　　　750時間
　
　　　　　　に設定しました
　

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0
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手動スイッチの操作方法のしかた
• ND-2002（KW-XN）手動スイッチの操作方法

①	待機画面で	 	ボタンを押すと、「設定モード（1/5）」画面が表示されます。

　　　設定モード　（1/5）
　項　　目　　　設定状態
　型式名　　　 KWF700-XN
　水分値補正　　±0.0%
　乾燥速度リミット　　1.0%/h
　日付・時刻　2022年7月18日
　　　　　　　  16時43分
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

②		 	・	 	ボタンで「設定モード（4/5）」
画面の「手動スイッチ」を選択します。

③		 	ボタンを押し、決定します。

④		 	・	 	ボタンで項目を選択し、

	 	ボタンでON、	 	停止ボタンでOFF に

なります。

戻るときは画面右下の「もどる」にカーソルを

合わせて	 	ボタンを押してください。

（	 	ボタンでは戻りません。）

注意事項
①	「繰出し」をONにするときは「搬送」をONにしてから「繰出し」をONにする。
②	「繰出し」をOFFにするときは「繰出し」をOFFにしてから「搬送」をOFFにする。
③	「手動スイッチ」画面から戻ると手動スイッチは全てOFFになる。

　　　設定モード　（4/5）
　電源電圧補正　　　　　0
　トリップ　 0122：27：03
　 （TOTAL 000122：27：03）
　ブザー　　　　ON
　[点検・メンテナンス表示]
　手動スイッチ
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

　手動スイッチ
　項　目　　　　　　状態
　送　風　　　　　　OFF
　搬　送　　　　　　OFF
　スロワ　　　　　　OFF
　繰出し　　　　　　OFF
←→選択、確認でON停止でOFF
　　　　　　　　　　　もどる

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0
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乾燥機記録のとり方（SD カード）
• ND-2002（KW-XN、KWF-XN）乾燥記録のとり方（SD カード）
〇注意事項
※	乾燥データは上書きされるので、複数台の乾燥機から乾燥記録を取り出す場合は、１回毎にデータをPC
に保損するか、台数分のSDカードを用意してください。

※	複数の記録を取る場合カードに目印などをつけてください。
※	フォーマットが FAT32のもので、8GBのものを使用してください。
（容量の大きいものだと画面がホワイトアウトし正常に書き込めないことがあります。）

フォーマットの確認・変更方法

①PCにSDカードを接続します
②コンピュータを開きます
③接続したSDカードを右クリック
④フォーマットを選択します
⑤ファイルシステムの項を確認します
⑥FAT32でないならFAT32に変更します

※乾燥記録データが正しく取れているか確認してください。
（ワードパッドで開く（ワードパッド意外だと正常に表示されない場合があります。））

〇乾燥記録の取り出し
①	制御盤の電源が切になっているか確認してください。
②	主基板のカードスロットにSDカードを挿入します。

	• SDカードがロックするまで差し込んでください。

カードスロット位置を確認 SDカードを挿入（向きに注意） SDカード挿入完了

SD
カード

SD
カード

③	制御盤の電源スイッチを入にします。

④	待機画面で	 	ボタンを押しながら	 	ボタンを押し「初期設定モード（1/6）」画面が表示さ
れたらボタンを離します。
（初期設定モード画面は、しばらく無操作でいると待機画面に戻ってしまいます。戻ってしまった場合はも
う1度	④ の操作を行ってください。）

　初期設定モード　（1/6）
　項　　目　　　設定状態
　送 風 機　張込ON　排出ON
　冷却時間　　　　標準
　満量動作　　　　１分
　風圧センサ　　　　する
　画面速度　　　 ふつう
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　 穀種  もみ 1 6 ： 0 0
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乾燥機記録のとり方（SD カード）
⑤		 	ボタンを押し「初期設定モード（2/6）」画面の

「乾燥記録」を選択します。

⑥		 	ボタンを押し、決定します。

⑩	制御盤の電源スイッチを切にします。
⑪	主基板のカードスロットからSDカードを取り出します。
	• SDカードを取り出すときは、SDカードを1度押し
込んでから抜いてください。

　初期設定モード　（2/6）
　水分分布　　　　する
　異常履歴　　　　する
　乾燥記録　　　　液晶
　通信設定　　2400BPS／1局
　繰出速度　　Hi　 Hi　 Hi
　排出停止　　　　する
←→選択、ページ 確認で設定

　　 　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

⑦	「乾燥記録をどこに出しますか」画面で

	 	ボタンを押して「カード」を選択します。

⑧		 	ボタンを押し、決定します。

　
　乾燥記録をどこに出しますか
　
　　液晶　P  Ｃ　プリンタ
　　カード
　
　　　　　選択してください
←→選択、ページ 確認で設定

　　　　穀種  もみ 1 6 ： 0 0

⑨	「カード出力中です」画面が消えて待機画面になったら
書き込み完了です。 　

　
　
　　　カード出力中です
　
　
　
　　　キー操作は無効です

　　　　　穀種  もみ

※「カードを入れてください」と表示された場合
① 制御盤の電源を切にします。
② SD カードがスロットにしっかり挿入されているか

確認してください。

※画面が真っ白になってしまった場合
① 制御盤の電源を切にします。
② SD カードを変えてください。

（対応していない種類の SD カードもあるため）
③ 最初からやり直してください。

　
　
　
　　カードを入れてください
　
　
　
確認で終了

　　　　穀種  もみ 16：00

〇乾燥記録の確認
①	PCで SDカードの中を確認します。
②	カードの中に .TXTファイルがあります。
③	.TXTファイルをワードパッドで開いてください。
（ワードパッド以外だと正常に表示されない場合があります。）

ファイル名は型式により変わります。
○○○は型式設定された石数です。
KWB○○○ -MN → MBM○○○ .TXT
KWB○○○ -XN → KBX○○○ .TXT
KWC○○○ -MN → MCM○○○ .TXT
KWC○○○ -XN → KCX○○○ .TXT
KWH○○○ -MN → MHM○○○ .TXT
KWH○○○ -XN → KHX○○○ .TXT
KWF○○○ -MN → MFM○○○ .TXT
KWF○○○ -XN → KFX○○○ .TXT
KWSC○○○ -MN → SCX○○○ .TXT
KWSF○○○ -XN → SFX○○○ .TXT
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乾燥記録の解読方法
以下の内容を本体内部に記録、出力します。
・出力は最新のデータから行います。
・乾燥中のデータは乾燥終了後まで出力に反映されません。

データ内容
・乾燥状態（A1）　※循環・乾燥
手動・自動水分測定時に記録されます。

A 1845 238 45 27 18 053 010 20

水分バラツキ（1.0%）

水分計穀温（20℃）

バーナ出力（53%）
外気温度（18℃）

穀物温度（27℃）
熱風温度（45℃）

水分値（23.8℃）
時刻（18：45）

乾燥状態を表す記号“A”

・乾燥状態（A2）　※張込・排出
手動・自動水分測定時に記録されます。
乾燥記録　排出自動停止確認中の水分測定データも記録。

A 1845 238 45 27 18 010 20

水分バラツキ（1.0%）
水分計穀温（20℃）

外気温度（18℃）
穀物温度（27℃）

熱風温度（45℃）
水分値（23.8℃）

時刻（18：45）
乾燥状態を表す記号“A”
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乾燥記録の解読方法

・異常状態（C）
異常発生時に記録されます。

C 1845 01

01：送風モータ過負荷 02：搬送モータ過負荷 03：スロワモータ過負荷
06：温度センサー異常 08：熱風温度異常 09：風圧スイッチ異常
10：異常消火 11：水分計異常 12：一時停電
13：感震センサー異常 15：滞留センサー異常 16：繰出回転異常
17：排出シャッタ異常 19：熱風温度上昇異常 24：穀物温度上昇異常
25：集穀室内温度上昇異常

時刻（18：45）
異常状態を示す記号“C”

・設定状態（B）
各種設定値の変更時、運転開始・終了時、異常発生時に記録されます。

B 1845 150 33 1 3 +10 +12

水分補正（+1.2%）
乾燥速度リミット（1.0%/h）

固定（3）
穀物種類

1400 2200 0600 0 1

マイルド乾燥設定（0：ON 1：OFF）
調質乾燥設定（0：OFF 1：ON）

開始時間（06：00）
休止時間（22：00）

残時間（14：00）

穀物量（33 石）
停止水分（15.0%）

時刻（18：45）
乾燥状態を表す記号“B”

1：もみ  2：小麦  3：ビール麦  4：テスト（米麦用水分計）
5：大豆  6：テスト（大豆用水分計取付時）  7：そば  8：ハト麦
9：テスト（ハト麦水分計）  Ｓ：飼料米
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乾燥記録の解読方法
・動作開始

運転動作開始時に記録されます。
表示例

H A R I K O M I ・・・・①
2020/03/02 13:00 ・・・・開始時刻
H A R I K O M I
2020/03/02 13:00

①開始動作
張込＝HARIKOMI 送風＝SOUFUU 乾燥＝KANSOU
排出＝HAISYUTSU

・動作終了
運転終了後に記録されます。
表示例

H A R I K O M I   E N D・・・・①
2020/03/02 13:00 ・・・・開始時刻
H A R I K O M I   E N D
2020/03/02 13:00

①終了動作
張込＝HARIKOMI　END 送風＝SOUFUU　END
乾燥＝KANSOU　END 排出＝HAISYUTSU　END

・設定変更
タイマー設定、マイルド設定の変更時に記録されます。

表示例
TIMER ON

      ON または OFF

   変更された設定

タイマー設定＝TIMER マイルド設定＝MILD

トータル稼働時間
（搬送モータが動いたトータル時間）

トータル稼働時間2
（電源を投入しているトータル時間）

表示例 時間　		分　	 秒 表示例 時間　		分　	 秒
TOTAL　TIME 000071：25：58 TOTAL　TIME2 000101：25：58

・電源投入（POWER　ON）
電源投入時に記録されます。但し、最新の乾燥記録データが "POWER	ON”の場合
または乾燥記録データがない場合は記録されません。
表示例

POWER　ON

・型式と ROM バージョンの表示
ヘッダー部に（1行目）印字
＊KWF-XN 111201A

         バージョン

      型式

   機種マーク

＊KWF-XN 111201A



−86−

MEMO
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KSAS 接続ケーブル取付説明図

ナベ小ねじ

端子台

膜付グロメット

CPU基板

CN210
コネクタ

1.		制御盤脇に端子台をナベ小ねじで固定してください。

2.		膜付グロメットに切り込みを入れコードを制御盤内
に通してください。

3.	CPU基板のCN210にコネクタを差し込んでください。
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異常表示装置取付説明図（KW-XN）

異常表示装置取付位置

①

②

④
③

B

C

制御盤右側面
ゴムブッシュを外し
コネクタを挿入A

1. 異常表示装置の組付け
（1）		異常表示装置①を山形部の上の段の貯留槽前側板に取り付けてください。

 補 足  異常表示装置①はマグネット付なので、そのまま側板に取り付けることができます。

（2）		落下防止のため、貯留槽前側板浅の穴に結束バンド②を通し、コードのたるみがないように固定してください。

（3）		異常表示装置①から出ているコード③を縦桟に沿って配線し付属のコードクランプ④を使い固定してください。

2. 制御盤への接続
（1）		制御盤右側面	のゴムブッシュⒶを外してください。

（2）		異常表示装置のコードⒷをゴムブッシュⒶを外した穴から通し、制御盤内に引き込んでください。

（3）		コードⒷは制御盤内部に沿って配線、結束してください。

（4）		異常表示装置のコネクタⒸをCPU基板のCN218（15P）に接続してください。

（5）		ゴムブッシュⒶに切り込みを入れ、元の位置に戻してください。



BXXXX-XX

販売元
営業所名 住所 電話番号
本社・工場 〒348-8503

埼玉県羽生市小松台1-516-10 048（561）2111
北海道営業所 〒068-2165

北海道三笠市岡山440-18 01267（4）2130
東北営業所 〒984-0042

宮城県仙台市若林区大和町2-12-28 022（235）9011
関東営業所 〒348-8503

埼玉県羽生市小松台1-516-10 048（561）2112
新潟営業所 〒940-1146

新潟県長岡市下条町686 048（501）2257
金沢サービスセンター 〒921-8062

石川県金沢市新保本1-390 048（501）2257
大阪営業所 〒567-0854

大阪府茨木市島1-13-6 048（501）2257
中四国サービスセンター 048（501）2257
九州営業所 〒839-0809

福岡県久留米市東合川8-1-1 0942（45）0600

〒 348-8503　埼玉県羽生市小松台1-516-10
☎ 048-561-2111


